
 

第 1回 外国にルーツをもつ子どもの教育支援学習会（2017年度） 

 
 

 

 

 

 
 
外国にルーツをもつ子どもの読み書きの力は、日々の教科学習に深く関わるだけでなく、 

子どもたちの進路選択や社会参加を支える力となります。 

この学習会では「書くこと」に焦点を当て、子どもの書く力の発達について学ぶとともに、 

学習支援事例をもとに書く力をどのように育てるか、参加者のみなさんと考えていきます。 

 

【講 師】 清田 淳子 さん（立命館大学文学部 教授  専門：年少者日本語教育） 

   著作： 『母語を活用した内容重視の教科学習支援方法の構築に向けて』（ひつじ書房、2007年）、 

『外国から来た子どもの学びを支える--公立学校における母語を活用した学習支援の可能性』 

（文理閣、2016 年） 
 

【日 時】 2017年 7 月 9日（日）13：30～16：00 （受付 13：00～） 

 

【場 所】 国労大阪会館 3Ｆ 中会議室                                  

       （大阪市北区錦町 2-2） 

ＪＲ環状線「天満」駅下車 徒歩５分。 

環状線沿いにあります。  

 

 

【対 象】 外国にルーツをもつ子どもの教育支援に関わっている方・関心のある方、学校教職員など 

【定 員】 ５０名（先着順） 

【資料代】 ５００円 （おおさかこども多文化センター正会員は 300 円） 
 
【主 催】 NPO法人 おおさかこども多文化センター 

 

      

 

 

 

 

 

 
 

           大阪府福祉基金地域福祉振興助成金事業 

 
【申し込み先】  NPO法人  おおさかこども多文化センター  
 

名前、所属、住所、電話番号、メールアドレスを記入の上 

e-mail: osakakodomo@gmail .com  

FAX: ０６－６５８６－９４７７ まで 
 

資料準備のため ６月３０日までにお申し込みください。 

外国にルーツをもつ子どもの〝書く力”を育てる学習支援  

みんなで 

考えよう！ 


